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とが明らかになっている（Werling & Geschwind, 2013）。しかし、疫学的調査の前提とな
る診断基準やアセスメントツールは男児の被験者にもとづいて作成されたため、女児の
症例を見逃している可能性があり、その結果男児の有病率が高くなっている可能性が指








ある可能性が指摘されている（Wegiel et al., 2017）。また、脳梁の構造には性差があるこ
とがわかっているが、その差は発達段階によって変わることも明らかになった（Schmied 






経学分野においても現在は ASD有病率の性差よりも、ASD女性は ASD 男性に比べて
自閉的な特徴を強く表現しないという臨床像の要因となるメカニズム―ジェンダーステ
15発達に偏りをもつ思春期女子と母親の双方向的関係への変容プロセス











歳 5か月～ 3歳 9か月の幼児期の ASDの男女の臨床像を比較した研究では、女子は男
子よりもコミュニケーションの欠如が高く、睡眠の問題や不安や抑うつ的な感情が強い
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床における女子の特徴のひとつに医療機関の受診時の年齢が高く、介入が遅れる傾向に
あることが問題視されている（Giarelli et al., 2010：Bargiela, 2016）。山内ら（2013）は、
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と感じたためである。次に「両極化した等至点（Polarize Equifinality Point: P-EFP）」を理
論的に設定し、さらに、「社会的方向づけ（Social Direction: SD）」「社会的助勢（Social 
Guidance: SG）」の影響を見ながら、「分岐点（Bifurcation Point: BFP）」「必須通過点（Oblig-
atory Passage Point: OPP）」を位置づけた。BEPについては、発生の三層モデル（Three 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































した」と語っている。TEM図の等至点では、Aさんの母親のなかの “ 普通 ” の枠組み
が崩れて別の道を探り始めている。
　社会的文脈とともに個人の物語世界を見ることは、支援者にとって必要な視点を与え
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